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「ちょっと気になること」

大久野島の

ウサギが増えて、観光客も増えて、魅力が

いっぱいの大久野島。でも、なんだかすこし、

モヤモヤすることも増えているようです。
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共通のルールや方針に基づいた
取り組みを実施したい
ウサギとの安全な触れ合い、ウサギの個体群管
理や個体管理、平和教育の推進や弱者への対応
など、様々な課題に対応するには、基本的なルー
ルや方針に従って方法を選択しなければなりま
せん。また、ルールや情報を発信して、来訪者
と共有することも重要です。

合意形成の場を作りたい
自然、歴史、観光など、様々な価値を持つ大久
野島のあり方を考えるためには、協議会などの
合意形成の場が必要です。
構成メンバーは、環境省、自治体、観光団体、
民間業者、専門家、そして住民や来訪者などの
個人が挙げられました。

大久野島を訪れる際の、
共通のルールや方針を示したい
ゴミの捨て方や自転車の持ち込みなど、一般的
な観光地でのルールに加え、エサの持ち込みや
ウサギとの触れ合いなど、大久野島固有のルー
ルづくりが必要です。ルールづくりは環境省だ
けで行うのではなく、大久野島に関わる多様な
主体が関わることが必要です。

定期的なモニタリングにより
ウサギ個体群や大久野島の現況を
定量的に把握したい
エサや水をどの程度コントロールすれば、
個体数がどうなるのか、という対応は分かって
いません。そのため、エサの量などは一度で
決めてしまうのではなく、専門家などによる
モニタリング成果をもとに、次のやり方を決め
ていく「順応的管理」が必要です。
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具体的に取り組んでいきたいこと
ワークショップでは、課題を解決するための方法として 37 の「優先的
に検討されるべき項目」がまとめられました。
このうち、緊急性・重要性が高いと合意されたアイデアを紹介します。

環境省中国四国地域環境事務所からのメッセージ
-ワークショップを終えて-

瀬戸内海国立公園は、様々な景勝地・景観要素が公園全体に点在する一
方で、公園を代表するような象徴的・中核的な景観地を欠いており、やや漠
とした感のある国立公園でもあります。この国立公園の、ほんの一角を占め
るに過ぎない大久野島。この島に、日本国内のみならず世界から注目が集ま
り、国内外問わず多数の利用者が訪れるようになったことは、国立公園を管
理し、また島を所管する環境省として、本来は喜ばしいことです。しかし、
利用者の急増と、島の魅力の重要な要素であるウサギ達が利用者からの給餌
を受けて個体数が増大したことなどによって、様々な問題が顕在化してきま
した。

大久野島未来づくりワークショップでは、大久野島に関心を持つ様々な
立場の方々、特にお客様として大久野島を訪れていただいている公園利用者
をはじめ、関係の行政や企業などが一堂に会し、それぞれが持つ問題意識や、
大久野島の魅力をさらに高めていくための取組の方向性などについて、率直
に意見を出し合えたと思います。

４回のワークショップを通じて、まず様々な関係者が、互いに顔の見える、
今後につながる関係性を持つことが出来ました。さらに、それぞれが大久野
島の状況についての知見を共有し、また問題解決に向けてのアイデアを出し
合うことによって、今後の取組みの方向性を共有できました。これこそが、
今回のワークショップの大きな成果であると考えます。

４回に渡るワークショップにご参加いただいた皆さまにあらためてお礼
申し上げます。特に、公募に応じてご参加いただいた方には遠方からお越し
の方も多く、皆さまの大久野島への思いの大きさをあらためて感じました。

これからは皆で思い描いた大久野島の未来像が実現できるよう、具体的
な取組みを進めていきましょう。

エサの量をコントロールすることにより、
ウサギの生息数を適正密度に近付ける
現在の高密度なウサギ頭数は、ウサギ個体群に
病気が蔓延や争いによるケガを招き、ウサギと
触れ合った人への感染を招く恐れがあります。
将来的な適正個体数や管理方法については
今後の調査や検討が必要ですが、当面の課題とし
て、個体数を減らしていく努力が必要です。

ビジターセンターを中心に
「独自の環境教育」が展開されている
大久野島は、瀬戸内海の自然に出会える場所
であるとともに、毒ガス製造の歴史や、
ウサギをはじめとする野生生物と人との付き
合い方について疑問を投げかけられる場所で
す。すばらしい自然を紹介するだけではなく、
「自ら考える」環境教育の場を提供します。

大久野島に関する情報や訪れる際の
ルールが集約され、広く発信されている
関係者で作られたルールや、集められた情報は、
広く発信されることで効力を発揮します。その
ためには、情報を管理する拠点を定めることや、
インターネットなどを通じた発信方法について
も検討し、実行していく必要があります。
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